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図 20 実行計画の作成イメージ

（１）産地における気候変動による影響 都道府県名 ＡＡ県

市町村名 ＢＢ市

産地名 〇〇地区

計画主体 ＢＢ市

（２）産地の将来の目標

（３）現時点の適応策

適応策のレベル 適応策の目的 効果 課題

栽培技術による対応 白未熟粒の発生抑制 〇〇地域では効果大 省力化

栽培技術による対応 高温障害の軽減 温暖化の影響を受けにくい
用水の管理など地域ぐるみ

での検討が必要

栽培品種の変更 高温障害の軽減 温暖化の影響を受けにくい 栽培マニュアルの作成

（４）将来の適応策

適応策のレベル 導入予定年次 想定される効果 関係するプレーヤー

栽培技術による対応 ２０２３年 現在より高温下でも被害軽減
農業者、JA、県普及指導員、

県農業試験場

高温耐性品種の面積拡

大
２０２３年

現在より高温下でも被害が少

ない
農業者、JA、県普及指導員

病害虫防除等の高度化 ２０２５年 省力化
農業者、JA、県普及指導員、

県農業試験場

・白未熟粒の発生軽減やイネ縞葉枯病等の病害虫防除の徹底による品質・作柄の安定化を図る。 −

適応策実行計画

・品種〇〇中心に白未熟粒がほぼ全域で発生しており、特に比較的気温が高い〇〇地域では胴割

粒の被害も生じている。

数値目標

・暑さに負けない米づくりの観点から適正な品種構成への誘導を推進する。 高温耐性品種の面積を20％増大させる。

−

具体的な取組内容

葉色診断に基づく適正な追肥の実施

移植時期を現行の〇〇から〇〇へ変更

高温耐性品種である「〇〇」の導入実証

具体的な取組内容

高温不稔対策のための軽減技術の確立

高温耐性品種である「〇〇」の面積を拡大

リモートセンシング技術やドローンの導入等による

早期発見、省力化の実現

・将来の温暖化に備え、高温耐性品種である「〇〇」の面積を拡大する。
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STEP5（1）で設定した 
産地の目標とする姿を記入 

STEP3で収集・整理した現在実施している適応策を記入 

STEP4で整理した適応策リストと STEP5（1）で

設定した産地の目標とする姿を基に、 

今後導入していく適応策を選択し、記入 

STEP１で収集・整理した 
気候変動影響を記入 
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適応策の評価と見直し 

 

適応策の進捗状況やその効果について、定期的に評価し、適宜見直しを図ります。 

 

 適応策実行計画で取りまとめた適応策については、進捗状況とその効果を定期的に評価する必要があ

ります。 

また、STEP2で活用した気象・気候の将来予測情報や、第Ⅰ章の「気候変動による水稲への影響（将来

予測）」で示した予測情報は、今後も予測精度が高まっていくことが期待されます。新たな予測情報や産

地における農業関係者間や専門家との間でのリスクコミュニケーションを踏まえ、図 21 に示すような

PDCAサイクルに沿って適宜見直しを図っていきます。 

  

 

図 21 PDCA サイクルのイメージ 

  

計画を立てる
計画を

実行する

評価する
改善して

次につなげる

課題を洗い出し、
計画を立てる

新たな予測情報等を踏まえ、
改善点を確認する

適応策の進捗状況と
効果を確認する

適応策実行計画に沿って
適応策を推進していくPlan Do

CheckAct

概要 
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